
教育支援センター（適応指導教室）等の実態調査について（案） 
 

問１ センターの概況 

１－１ 設置者 

設置者について、当ては

まるものに○を付けてく

ださい。 

公立・私立につ

いて 

ア 公立 

イ 私立 

公立の場合の設

置者 

ア 都道府県   イ 政令指定都市 

ウ 中核市    エ その他の市町村 

設置者の名称を記入して

ください。 

 

 

１－２ 施設の名称 

施設の名称を記入してく

ださい。 

 

 

１－３ 設立年（西暦） 

設立した年を記入してく

ださい。 
西暦        年 

 

問２ 在籍者の状況 

２－１ 在籍者数・出席扱いの状況（平成２６年度間） 

平成２６年度間に在籍した児童生徒について、国公私立別の人数を記入してください。 

併せて、 

（１）うち在籍校で指導要録上出席扱いの措置をとった人数 

（２）うち通学定期乗車券制度適用人数 

（３）学年別在籍児童生徒数              を記入してください。 

＜国立学校在籍児童生徒＞ 

 男 子（人） 女子（人） 学年別人数（人） 合計（人）

 （１） （２）  （１） （２） １ ２ ３ ４ ５ ６  

小学生 
      

       

１ ２ ３ ４年以上 単位制   

中学生              

高校生              

＜公立学校在籍児童生徒＞ 

 男 子（人） 女子（人） 学年別人数（人） 合計（人）

 （１） （２）  （１） （２） １ ２ ３ ４ ５ ６  

小学生 
      

       

１ ２ ３ ４年以上 単位制   

中学生              

高校生              



＜私立学校在籍児童生徒＞ 

 男 子（人） 女子（人） 学年別人数（人） 合計（人）

 （１） （２）  （１） （２） １ ２ ３ ４ ５ ６  

小学生       
       

１ ２ ３ ４年以上  単位制   

中学生              

高校生              

＜その他＞ 

 
男子（人） 女子（人） 合計（人） 

 （１） （２）  （１） （２）  

高校中退者        

その他        

 

２－２ 在籍期間と学校復帰者数                                                                                                                             

平成２６年度間に在籍した児童生徒の在籍期間の平均日数と学校復帰者数を記入してく

ださい。 

平均在籍期間 小学校（   ）日       中学校（   ）日 

学校復帰者数 小学校（   ）人       中学校（   ）人 

 

※学校復帰については次の記述に基づいて回答してください。 

文科省では、「指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒」を次のように述べてい

ます。（文科省：児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査より） 

 「指導の結果登校する又はできるようになった児童生徒」とは、各学校が以下のような例を参考に、個

々の児童生徒の状況に応じて判断し、継続的に登校できるようになったと認められる者をいう。 

・１学期中は全く登校できなかったが、教育支援センター（適応指導教室）での支援を受ける中で、特定

の教科の学習に興味が持てるようになり、３学期には、興味がある教科の授業がある日は登校できるよう

になった。 

・中学年３年生で２学期の前半までは月に１回程度しか登校できなかったが、担任が家庭訪問を繰り返す

中で将来の進路などを自ら考えるようになり、その後、週に１回程度は登校 するようになった。 

 

２－３ 対象児童生徒 

貴センターで対象とし

ている児童生徒は、どの

ような子供か、当てはま

るものを全て選んで○

を付けてください。 

ア 無気力型の不登校児童生徒 

イ 遊び・非行型の不登校児童生徒 

ウ 特別支援学校、特別支援学級に在籍する児童生徒 

エ 学校生活上の影響型の不登校児童生徒 

オ 不安など情緒混乱型の不登校児童生徒 

カ 意図的な拒否型の不登校児童生徒 

キ その他（              ）の児童生徒 

 

 

 



問３ 職員の状況等 

３－１ 職員数 

平成２６年度の職員数を記入してください。（常勤職員は正規の職員で、１年間の採用な

どは非常勤職員にしてください。） 

職員数（人） うち非常勤職員（人） 

教育職系職員   

退職教職員   

行政職系職員   

心理系職員   

社会福祉系職員   

医療関係者   

学生以外のボランティア   

学生のボランティア   

その他（具体的に     ）   

合 計   

 

３－２ 資格等の状況 

 

３－３ 外部専門家の活用状況 

平成２６年度のスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置状況につい

て、人数や日数を記入してください。配置されていない場合は、当てはまるものに○を付

けてください。 

スクール 

カウンセラー 

配置されている 配置されていない場合の対応 

人数（人）  ア 定期的に派遣されている。 

イ 必要に応じて派遣される。 

ウ なし 

週あたりの日数（日）  

スクール 

ソーシャルワーカー 

 

配置されている 配置されていない場合の対応 

人数（人）  ア 定期的に派遣されている。 

イ 必要に応じて派遣される。 

ウ なし 

 

平成２６年度職員のうち、教育や心理、福祉に関する資格や経験を有する人数を記入して

ください。 

資格・経験等 人数（人） 

１ 

教員免許（小・中・高等学校の教員免許）  

うち小・中・高等学校の教員経験 

（特別支援学校、中等教育学校を含む） 

 

うち生徒指導に関する校務分掌の経験  

２ 臨床心理士等の心理に関する専門的な資格  

３ 社会福祉士、精神保健福祉士等の福祉に関する専門的な資格  

 医師等上記以外の資格（              ）  



問４ 活動内容等 

４－１ 目標 

次に挙げる援助目標のうち、貴センターにおいて重要と考えているものを順に３位まで選

び、１～３の数字を記入してください。 

ア 社会的自立         イ 協調性・社会性の獲得 ウ 学校復帰  

エ 自主性・自発性の育成    オ 対人関係の改善    カ 生活習慣の獲得 

キ 自信・自尊感情を持たせる  ク 学力面の保障     ケ 居場所の提供 

 

４－２ 活動内容 

現在行っている活動について、当てはまるもの全てに○を付けてください。 

ア 個別の学習支援        イ 授業形式（講義形式）による学習支援 

ウ 社会体験（見学、職場体験など）エ 自然体験（自然観察、農業体験など） 

オ 調理体験（昼食づくりなど）  カ 芸術活動（音楽、美術、工芸など） 

キ スポーツ           ク 宿泊体験 

ケ 子供たちによるミーティング（行事の実行委員会等を含む） 

コ 学習成果、演奏や作品などの発表会 

サ 相談・カウンセリング（子供や保護者からの相談対応など） 

シ 家庭への訪問 

ス その他特色ある活動 （例）ボランティア活動等 

 

４－３ 学習カリキュラムの有無 

学習活動に関し、あらかじめ決まったカリキュラムがあるか、当てはまるものに○を付け

てください。 

ア 学習カリキュラム（週ごとの時間割を含む）を決めている。 

イ 学習カリキュラムは決めていない。 

 

４－４ 学習教材 

子供たちが学習する際に使用しているもの全てに○を付けてください。 

ア 教科書    

イ 市販の教材    

ウ 職員が独自に作成・用意したもの 

エ その他 

 

４－５ 活動日及び活動時間について 

活動している曜日及び時間帯について、当てはまるものに○を付けてください。 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

午前のみ       

午後のみ       

終日       

  



問５ 家庭への訪問指導 

５－１ 家庭への訪問指導の有無 

家庭への訪問指導の有無について、当てはまるものに○を付けてください。 

平成２６年度における訪問指導の有無 ア 実施した 

イ 実施していない 

 

５－２ 訪問指導の担当職員等 

上記の訪問指導を実施した職員の人数を記入して

ください。（人） 

 

平成２６年度間に実施した家庭への訪問指導の対

象児童生徒の人数を記入してください。（人） 

 

家庭への訪問指導を実施するに当たっての頻度に

ついて当てはまるものに○を付けてください。 

ア 週に１回 

イ ２週間に１回 

ウ 月に１回 

エ その他（          ） 

 

問６ 運営に係る経費等 

６－１ 活動日の昼食について 

活動日の昼食について、当てはまるものに○を付け

てください。 

ア 弁当持参 

イ 給食（自費） 

ウ 給食（自治体負担） 

エ なし 

 

６－２ 子供一人あたりの経費負担 

活動費等の児童生徒の負担について、子供一人当た

りの平均月額を記入してください。（円） 

（体験入学や事前相談等の費用は除く。） 

小学校 

中学校 

 

問７ 施設等 

７－１ 施設の所有 

施設について、当てはまるものに○を付けてくださ

い。 

ア センター独自の施設である。 

イ 学校の一部を借用している。 

ウ その他の公共施設の一部を借

用している。 

エ 民間施設を借用している。 

エと回答した場合は、平成２６年度の１ヶ月当たり

の施設の平均借料を記入してください。（円） 

 

 

  



問８ 運営に係る評価について 

８－１ 評価の有無 

センターの運営の評価について当てはまるものに

○を付けてください。 

ア 評価している 

イ 評価していない 

８－２ 評価者 

８－１において「ア 評価している」と回答した場

合は、評価者を記入してください。 

 

 

８－３ 評価指標 

８－１で「評価している」と回答された場合は、評価指標を記入してください。 

 


